
●平成24年11月1日現在（対前月比）
■人口　203,724人（+100）　男　101,665人（+51）　女　102,059人（+49）　■世帯　82,426（+117）

「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。
「市報くまがや」12 月号は、72,300 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1 部当たり 14 円です。

人口と世帯

平常心で高みを目指す
黒沢怜

れ お

生三段（銀座在住）
（日本将棋連盟奨励会員）

　

小
学
校
１
年
生
の
時
、友
人
に
誘
わ

れ
て
対
局
し
た
の
が
将
棋
と
の
出
会

道
場
で
鍛
え
ら
れ
た
幼
少
期

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
奨
励
会
初
段

こ
の
世
界
で
生
き
る
に
は

や
る
し
か
な
い

　

奨
励
会
で
も
順
調
に
昇
級
し
て

い
っ
た
こ
と
と
大
会
で
の
好
成
績
が

元
で
、
当
時
の
私

は
自
信
過
剰
に

な
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
か
、初

段
昇
段
後
し
ば
ら

く
の
間
、成
績
の

足
踏
み
が
続
き
ま

し
た
。勝
て
な
く

苦
し
い
日
々
が
続

い
た
高
校
３
年
の

夏
に
、進
学
を
し

て
将
棋
を
や
め
る

か
、こ
の
ま
ま
こ

の
将
棋
の
世
界
へ

進
む
か
人
生
の
岐

　

現
在
は
、奨
励
会
や
練
習
将
棋
を

指
す
傍
ら
、将
棋
教
室
の
助
講
師
や

プ
ロ
棋
士
の
対
局
の
記
録
係
を
し
な

が
ら
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。記
録

を
と
り
な
が
ら
、自
分
な
ら
こ
の
局

面
を
い
か
に
指
す
か
考
え
る
と
す
ご

く
勉
強
に
な
る
ん
で
す
。プ
ロ
棋
士

の
世
界
へ
の
入
口
は
、実
力
の
拮
抗

し
た
奨
励
会
三
段
の
猛も

さ者
達
30
人
で

星
を
奪
い
合
う
リ
ー
グ
戦
で
、上
位

の
成
績
を
修
め
た
２
人
に
し
か
開

か
れ
な
い
狭
き
門
で
す
。負
け
る
と

苦
し
く
て
、何
の
た
め
に
こ
こ
ま
で

や
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
自
分
を

責
め
た
り
、悩
ん
だ
り
し
ま
す
。け
れ

ど
、出
る
結
論
は
い
つ
も
一
緒
「
ど

う
せ
や
る
し
か
な
い
！
」。い
つ
も
ど

お
り
、平
常
心
・
自
然
体
で
指
し
続
け

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

目
下
の
目
標
は
プ
ロ
棋
士
に
な
る

こ
と
で
す
が
、弱
い
棋
士
に
は
な
り

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。弱
い
棋
士
に
な

る
く
ら
い
な
ら
、こ
こ
で
終
わ
っ
た

ほ
う
が
い
い
と
い
う
く
ら
い
強
い
心

で
高
み
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
の

で
、皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

い
で
す
。駒
の
動
か
し
方
も
ろ
く
に
知

ら
ず
に
指
し
た
の
で
勝
て
る
は
ず
も

無
い
の
で
す
が
、そ
の
負
け
の
悔
し
さ

が
き
っ
か
け
で
将
棋
に
の
め
り
込
ん

で
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。将

棋
を
覚
え
て
か
ら
の
数
年
は
、学
校
か

ら
帰
っ
て
き
た
ら
地
元
の
将
棋
道
場

へ
直
行
し
、大
人
達
に
交
じ
っ
て
盤
上

の
戦
い
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。だ
か

ら
、同
学
年
の
友
達
と
遊
ん
だ
記
憶
も

無
い
く
ら
い
で
す
。そ
の
結
果
、４
年

生
の
と
き
小
学
生
将
棋
名
人
戦
で
全

国
２
位
の
成
績
を
修
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。さ
ら
に
そ
の
２
年
後
に

は
、日
本
将
棋
連
盟
の
プ
ロ
棋
士
養
成

機
関
で
あ
る
奨
励
会
に
入
会
し
ま
す
。

路
に
立
た
さ
れ
た
の
で
す
。こ
の
時
、

今
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ
と
自
ら
を
奮

い
立
た
せ
、本
気
で
将
棋
で
生
き
て

行
こ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。努
力
の

か
い
が
あ
り
、18
歳
の
時
に
プ
ロ
棋

士
へ
の
門
を
た
た
く
地
位
で
あ
る
三

段
へ
昇
段
し
ま
し
た
。
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　市内の名所やちょっとした景色を楽しみながら、ウォーキン
グができるコースをご紹介します。運動不足解消や新たな熊谷
の発見など、楽しみ方をさがすのも良いかもしれませんね。
◆スポーツ振興課　　内線 391　く・ま・さ・ん・ぽ

さあ、歩こう !

TEL

歩く距離　約 9. 1km

　歩いた距離をウォーキングポイントカードに記録し、
300kmに達した方には、ささやかな景品を贈呈します。
　カードは、スポーツ振興課に置いてあるほか、市ホー
ムページからもダウンロードできます。

ウォーキングの
ポイント

・歩幅は、肩幅の 1.5 倍が目安。
・自分のペースで風を感じる速さで歩く。
・専用シューズを利用してアクティブに。

　　地点付近

　　地点付近

第 13 回 熊谷大橋～荒川大橋周回コース

A

D

 A  熊谷南小学校
↓（3,000 ｍ）
 B  ひろせ野鳥の森駅
↓（1,000 ｍ）
 C  熊谷大橋
↓（1,300m）
 D  平山家住宅
↓（3,400m）
 E   荒川大橋
↓（400 ｍ）
 A    熊谷南小学校

コースの概要
　熊谷南小学校をスタート
し、熊谷大橋、荒川大橋を渡っ
て周回する約 9.1 ｋｍの荒川
堤を歩くコースです。平山家
住宅は、江戸時代中期の建築
で、関東地方でも有数の農地
住宅として国指定重要文化財
になっています。荒川の右岸
からは熊谷市街地の景観を楽
しむこともできます。

歩いた成果は・・・

荒川中

秩父線
八木橋

12月

Contents
特集

2 マニフェストの取組状況を
公表します

4 文化功労者の表彰

5 12月は地球温暖化防止月間です
熊谷さくらマラソン大会参加者募集

31 おたよりパレット

32 情熱世代・
さあ、歩こう！くまさんぽ

30 フォトニュース・
市報クイズ

28 宝がいっぱい、魅力がいっぱい
〜江南文化財センターを
紹介します〜

21 いきいき元気
みんなの健康

24 文化施設情報
10 市政情報

６ 市政ワイド

16 くらしの情報

20 くらしの相談

一足早いクリスマス！
　11月8日、子育て広場なかよし（妻沼児童館内）のクリスマス会
が開催されました。プレゼントをもって現れたサンタクロースに
子ども達の視線は釘付けでした。
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く
ま

が
や

12月号

2012

夢追い人
情熱世代

「
市
報
く
ま
が
や
」は
、毎
月
１
日（
原
則
）に
発
行
し
、自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、市
役
所
・

行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も「
市
報
く
ま
が
や
」を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L) h

ttp
://w

w
w

.city.ku
m

ag
aya.lg

.jp
/
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特
集

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
取
組
状
況
を
公
表
し
ま
す

進し
ん

捗ち
ょ
く

率
82
％
、
自
己
評
価
79
点（
昨
年
比
８
％
、
９
点
ア
ッ
プ
）

概
要

　

58
の
政
策
提
言
の
達
成
度
を
次

の
4
段
階
で
評
価
し
ま
し
た
。

順
調 　

 　

★
★
★ 

3
ポ
イ
ン
ト

お
お
む
ね
順
調 

★
★ 

２
ポ
イ
ン
ト

や
や
遅
れ
て
い
る 

★ 

１
ポ
イ
ン
ト

遅
れ
て
い
る　

    

－ 

０
ポ
イ
ン
ト

　

進
捗
率
は
評
価
の
合
計
１
４
２

ポ
イ
ン
ト
を
満
点
の
１
７
４
ポ
イ

ン
ト
で
割
っ
た
値
で
す
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
自
己
評

価
を
79
点
と
し
ま
し
た
。

　

旅
行
情
報
誌「
る
る
ぶ
」の
特
別

編
集
版「
る
る
ぶ
熊
谷
」を
発
行

し
、
国
宝
・
歓
喜
院
聖
天
堂
を
始

め
、
市
内
各
地
の
見
所
、
絶
品
グ

ル
メ
な
ど
本
市
の
魅
力
を
市
外
に

も
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
新
設
な
ど
を
支

援
す
る「
熊
谷
市
企
業
の
立
地
及

び
拡
大
の
支
援
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
新
た
に
５
社
を
指
定

事
業
者
と
し
ま
し
た
。
内
訳
は
、

市
内
で
の
増
設
が
２
社
、
市
外
か

ら
の
新
設
が
３
社
で
す
。

　

大
規
模
災
害
の
発
生
直
後
は
一

般
的
に
自
助
７
割
、
共
助
２
割
、

公
助
１
割
と
言
わ
れ
、
自
主
防
災

組
織
の
役
割
が
大
変
重
要
と
な
る

　

吉
岡
小
学
校
南
側
を
東
西
に
走

る
市
道
約
６
６
０
ｍ
の
拡
幅
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
中
に
工
事
が

完
成
し
、
通
学
・
通

勤
時
な
ど
の
安
全
確

保
や
交
通
の
利
便
性

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
北
大

通
線
西
側
の
整
備
済

箇
所
か
ら
大
幡
中
学

校
北
側
の
市
道
に
つ

な
が
る
ま
で
の
区
間

の
工
事
を
進
め
て
お

り
、
来
年
３
月
中
に

は
供
用
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。

　

職
員
総
数
の
抑
制
に
よ
り
、
平

成
23
年
度
の
減
員
数
は
28
人
で
、

前
年
度
と
比
較
し
た
効
果
額
は
約

２
億
２
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
末
の
市
債

残
高
は
約
６
７
２
億
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
約
23
億
円
の
削
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

中
学
校
卒
業
ま
で
の「
こ
ど
も

医
療
費
」の
窓
口
無
料
化
の
対
象

と
な
る
医
療
機
関
の
範
囲
を
行

田
市
と
深
谷
市
に
ま
で
広
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
新
た
に
奈
良
児
童
ク
ラ

ブ
と
第
３
大
幡
児
童
ク
ラ
ブ
を
開

設
し
、
市
内
の
公
立
の
児
童
ク
ラ

ブ
は
35
か
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
内
18
か
所
目
と

な
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点「
０
・

１
・
２
・
３
歳 

く
ま
っ
ぺ
広
場
」を

イ
オ
ン
熊
谷
店
３
階
に
開
設
し
ま

し
た
。

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

便
利
で
機
能
的
な
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す

市
民
が
元
気
で
健
康
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

1

3

安
全
と
安
ら
ぎ
の
あ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

4

5

効
率
的
な
行
財
政
経
営

を
進
め
ま
す

6

子
ど
も
た
ち
が
輝
き
、

夢
と
希
望
が
も
て
る

ま
ち
に
し
ま
す

2

政　　　策　　　提　　　言 達成度
観るスポーツを誘致し、参加し、楽しむスポーツを
振興します

★★★

不妊治療費の助成を拡大します　 ★★★
ふれあいいきいきサロンなど、高齢者等が楽しく過
ごせる場を増やします ★★★

校区連絡会の地域計画づくりを支援し、住みよい地
域づくりを進めます ★★

高度救急医療を視野に入れた地域医療体制を充実さ
せます ★

市立女子高校跡地を生涯学習、教育、スポーツの場
にします ★★

熊谷東小学校区内に公民館を新たに建設します ★★★

政　　　策　　　提　　　言 達成度
「あつさ はればれ 熊谷流」事業を充実し、先進的な環境プロジェクトを進めます ★★
自主防災組織の組織率を引き上げます ★★★
子どもエコクラブを各小学校区に設置し、「環境について自ら考え、自ら行動できる子」を育てます ★★
家庭用太陽光発電設備の設置費用を助成します ★★★
犯罪抑止に効果の高い青色防犯灯への交換費用を助成します ★★★
合併処理浄化槽の維持管理費用を助成します ★★★
低公害自動車の軽自動車税に対して助成します ★★★
企業の環境関係設備に対する課税上の支援をします ★★★
市街地の公園を市民の憩いの場として再生します ★★
市民による公園の芝生化を進めます ★★
中央消防署を移転して整備し、消防力を強化します ★★★

政　　　策　　　提　　　言 達成度
市職員の数を減らし、人件費を大幅に削減
します ★★★

弾力的な財政運営を図るため、引き続き、
市債を減額します ★★★

指定管理者制度等の導入を拡大し、利用者
の利便の向上を図ります ★★★

新ハートフル・ミーティングを実施します ★★★
特定行政庁へ移行し、建築確認等の利便性
を高めます ★★★

政　　　策　　　提　　　言 達成度
自転車道整備やバリアフリー化を進め、回遊性の向上を図り、
中心市街地のにぎわいをつくります ★

補助を伴う融資により、中小企業経営を支援します ★★
農地・水・環境保全向上対策事業の取り組みを支援します ★★★

「熊谷フィルムコミッション」により映画撮影等の支援を行い、
市の PR に努めます ★

熊谷中央地区のほ場整備を推進します ★★★
市民の食の安心 ･ 安全を図るため、地産地消運動を進めます ★★
熊谷ブランド化を図り、地域物産情報の発信を進めます ★★
商店街の街路灯を省エネ電球（LED）に交換する支援をします ★★★
祭りなど各種伝統行事の運営を支援し、観光客誘致に努めま
す ★★

既存企業の支援を強化するとともに、地球環境等に配慮した
企業の立地を進めます ★★★

妻沼聖天山を中心にしたエリアを観光拠点として整備します ★★★
携帯電話を利用して、いつでも街角の情報、観光案内が受け
られるシステムを導入します ★★

歴史的、文化的資産をデジタル化した「熊谷デジタルミュージ
アム」を開設します ★★★

豊かな里山など地域の魅力的資源を活用した交流事業「熊谷型
グリーン・ツーリズム」を進めます ★★

テクノグリーンセンター用地に、県と共同で賑
にぎ

わい施設をつく
ります ★★

政　　　策　　　提　　　言 達成度
中学校卒業までの子どもの医療費の無料化を継続し
て実施します ★★★

小・中学校の屋内運動場を順次、改築します ★★★
学力向上補助員と学校教育支援者を増員します ★★★
外国人英語指導助手を市内全小･中学校に配置します ★★
０歳児保育を実施する保育所を増やします　 ★★★
児童クラブを増やします ★★★
子育て広場を増やします ★★★
母子家庭に支給されている児童扶養手当を、他市に
さきがけ、父子家庭にも支給します ★★★

学校給食施設の整備を進めます ★

　

市
長
の
政
策
提
言（
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
）に
つ
い
て
、
任
期
の
２
期

目
で
３
年
目
と
な
る
こ
の
１
年
間

の
取
組
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
政
策
調
査
課　

内
線
３
６
９

TEL

政策提言の達成度
　

さ
ら
に
、
次
世
代
自
動
車
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
企
業

支
援
施
設
や
地
域
の
文
化
・
市
民

活
動
の
支
援
施
設
な
ど
の
複
合
施

設（
交
流
拠
点
施
設
）を
旧
テ
ク
ノ

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
用
地
に
整
備

す
る
た
め
の
基
礎
調
査
を
県
と
市

の
共
同
事
業
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

た
め
、
そ
の
組
織
率
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
11
月
１
日
現
在
の
組
織
率

は
58.

２
％（
昨
年
は
51.

４
％
）で
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
中
央
消
防

署
の
建
替
工
事
中
で
あ
り
、
来
年

３
月
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
家
庭
用
と
事
業

所
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
と
高
効

率
給
湯
器
の
設
置
費
用
の
補
助
を

前
年
度
よ
り
予
算
を
増
額
し
て
行

い
ま
し
た
。（
計
３
千
５
百
万
円
）

　

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

一
環
と
し
て
平
成
23
年
４
月
２
日

か
ら
の
一
年
間
に
低
公
害
・
低
燃

費
軽
自
動
車
の
新
車
登
録
を
さ
れ

た
方
に
、
軽
自
動
車
税
相
当
額
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
受
付
期

間
は
来
年
３
月
25
日
ま
で
で
す
。

政　　　策　　　提　　　言 達成度
橋梁の調査点検、維持管理を行い、長寿命化
を図ります ★★★

交通安全上、狭くて通行しにくい籠原駅東側
などの踏切道の拡幅改良を進めます ★★★

南運動場を多目的広場として再生します ★★★
市内循環バスは、75 歳以上の運転免許証返納者の
料金無料化を図るとともに、路線数を増やします ★★★

街路樹による緑陰形成や路面温度を低下させる舗
装等、地球温暖化防止の道路空間整備を進めます ★★

熊谷駅南北駅前交通広場の整備を進めます ★
籠原駅北口周辺の電線地中化を進めます ★★

（仮称）熊谷西環状線の整備を進めます ★★
（仮称）南部東西幹線の整備を進めます －
（仮称）妻沼東西幹線の整備を進めます ★
東武熊谷線跡地の道路の整備を進めます ★★★

　

旧
市
立
女
子
高
校
の
施
設
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て（
仮
称
）ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
村
を
来
年
９
月
に
一
部

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
現
在
、
そ
の

た
め
の
施
設
改
修
工
事
と
道
路
拡

幅
工
事
を
実
施
す
る
た
め
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

（
仮
称
）ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
村
と
は

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
と

文
化
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
、
合

宿
や
研
修
で
の
宿
泊
も
で
き
る
生

涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
熊
谷
東
小
学
校
区
の
公

民
館
を
中
央
消
防
署
と
の
複
合
施

設
と
し
て
建
設
中
で
あ
り
、
来
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

1

3

4

5

6 2

※
よ
り
詳
し
い
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

● 進捗率 ▲自己評価

100

（％） （点）

100

90 90

80 80

70 70

60 60

50 50
2 年目 3 年目1 年目

58

70

79
74

82
●

63
▲
●

▲

●
▲

やや遅れている
10.4％ (6施策）

遅れている
1.7％ (1施策）

順調
58.6％
(34施策）

おおむね
順調
29.3％
(17施策）

くまっぺ広場

自主防災組織による訓練

奈良児童クラブ

るるぶ熊谷
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冬
の
エ
コ
ラ
イ
フ

D
A
Y
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
！

　熊谷市教育委員会表彰規程に基づき、熊谷市文化功労者の表彰式が大里生涯学習センター「あ
すねっと」で行われました。文化功労者は、来間平八氏、腰塚秋夫氏、冨澤禎子氏です。また、教育関
係職員27人も表彰されました。　　　　　　　　　                     ◆社会教育課　  内線394TEL

氏は、昭和33年埼玉大学を卒
業後、長年にわたり小中学校の
教諭を務め、平成5年には熊谷
市校長会会長、大里地方校長会
会長として、地域の教育向上を
推進しました。退職後、昭和10
年結成の歴史ある熊谷市郷土文
化会の副理事長、副会長を歴任
し、現在会長として、郷土文化
の研究に精力的に活動しています。

また、市立熊谷図書館による
「新編熊谷の歴史」、「熊谷の歴史
を彩る史跡・文化財・人物」等
の執筆、講演、「子ども歴史教室」、

「熊谷の歴史を学ぶ会」の専任
講師活動を精力的に行い、郷土
文化の発信に尽力しています。

さらに、長年設立活動をして
きたボランティアガイドについ
ては、熊谷市観光ボランティア
ガイドの指導者として精励して
います。

埼玉県のいきがい大学熊谷学
園、同東松山学園の講師も務め
られ、広く地域文化の発展に貢
献しています。

このように、誠実な人柄と献
身的努力により活動し、本市の
郷土文化の研究推進、文化の振
興に寄与した功績は誠に顕著で
あります。

氏は、昭和49年熊谷市美術
家協会会員となり、事務局長、
会長の要職を歴任し、同協会の
運営に力を注ぐとともに、公募
熊谷市美術展の発展に努めまし
た。

長年にわたり写真を中心に市
内美術団体の指導に当たる一
方、公民館事業においても講師
を務め、写真クラブの設立、公
民館文化展への出品、地域の病
院への写真展示等、地域におけ
る写真美術の向上と普及に尽力
しました。

ま た、 平成15年、第46回 埼
玉県北美術展実行委員長とし
て、県北最大規模の同展を成功
に導き、次の本市開催となった
平成23年第54回展においても
実行委員を務め、県北地域の美
術の高揚に貢献しました。

さらに、写真集「子ども達は
学校で」、「いとなみ」を出版し、
移り変わる地域社会を写真で後
世に伝えています。

このように、精力的活動と情
熱により、本市における写真文
化の普及、文化振興に寄与した
功績は、誠に顕著であります。

氏は、昭和28年に埼玉大学を
卒業後、中学校教諭、教頭、埼
玉県立北教育センター指導主事、
小学校校長を務め、平成 5 年ま
で40年間にわたり、終始一貫、職
務に精励し、本市の教育向上に貢
献しました。　

退職後は、平成7年から10年間、
本市教育委員会教育委員として、
その間の2期は教育委員長として、
学校を支援、指導し、教職員の資
質向上、学校の活性化に努め、本
市の教育充実、発展に精励しました。

教諭としては、「わかる数学の授
業」を目指し努力を重ね、学級経
営においては、教育相談的手法を
生かした思いやりのある学級づくり
を推進しました。特に難聴児を包
み込んだ学級経営は、その後の
特別支援のあり方に影響を与えま
した。

また、地域の連携を強化し、地
域の教育力を生かした生活科へ
の移行に努め、環境を重視した「緑
と歌声の学校」への取り組みでは
県緑化コンクール優秀校、地域コ
ミュニティ賞を受賞するなど、大き
な成果をあげ、熊谷市教育研究
協議会会長としても尽力しました。

このように、優れた人格と卓越
した指導力により本市の学校教育
の向上に寄与した功績は誠に顕
著であります。

腰
こしづか

塚　秋
あ き お

夫氏
（81 歳）玉井

来
く る ま

間　平
へいはち

八氏
（79 歳）大麻生

冨
とみざわ

澤　禎
て い こ

子氏
（80 歳）中央

対
象　

15
歳
以
上（
中
学
生
除
く
）で

事
前
説
明
会
に
出
席
で
き
る
方

と
き　

平
成
25
年
３
月
24
日（
日
）

７
時
30
分
～
13
時

内
容　

交
通
整
理
、
受
付
、
接
待
、

賞
状
の
浄
書
等

募
集
人
員　

60
人（
先
着
順
）

事
前
説
明
会　

平
成
25
年
２
月
24
日（
日
）

募
集
期
間　

12
月
３
日（
月
）～
25
日（
火
）

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

内
線
３
９
１

　

暖
房
時
の
オ
フ
ィ
ス
の
室
温
を

20
℃
程
度
に
設
定
し
、“
寒
い
時

は
着
る
”“
過
度
に
暖
房
機
器
に
頼

ら
な
い
”そ
ん
な
原
点
に
立
ち
返

り
、
暖
房
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
削
減
し
、

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
取
組
み
で
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
重
ね
着
を
す
る

な
ど
、
身
近
に
あ
る
も
の
で
暖
か

STOP
温 暖 化

Ｗウ
ォ
ー
ム

Ａ
Ｒ
Ｍ　
Ｂビ

ズ
Ｉ
Ｚ

STOP
温 暖 化

　

地
球
温
暖
化
は
、
二
酸
化
炭
素

な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
が

原
因
と
い
わ
れ
、
そ
の
排
出
量
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
地
球
の
平
均
気
温
が
上
昇

し
、
異
常
気
象
の
多
発
や
海
面
の

上
昇
な
ど
、
人
類
の
生
存
基
盤
を

脅
か
し
か
ね
な
い
事
態
が
生
じ
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
ム
・
ビ
ズ
や
エ
コ
・
ド
ラ
イ
ブ
の
実
践
、
マ
イ
カ
ー
か
ら

公
共
交
通
機
関
に
切
り
替
え
る
な
ど
、
日
常
生
活
を
見
直
し
て
、
地

球
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

◆
熊
谷
市
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー　

０
４
８-

５
３
６-

０
５
５
７

◆
環
境
政
策
課（
江
南
庁
舎
）　

０
４
８-

５
３
６-

１
５
４
７

TEL

TEL

と
き　

平
成
25
年
３
月
24
日（
日
）
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ　

熊
谷
さ
く
ら
運
動
公
園 

陸
上
競
技
場

申
込
み　

12
月
３
日（
月
）開
始　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

平
成
25
年
１
月
11
日（
金
）ま
で　

郵
便
振
替

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
窓
口　

申
込
み　

①
R
U
N
N
E
T

（http://runnet.jp/

）

②
専
用
の
振
替
用
紙
で
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
振
替（
郵
便
振
替
）

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
な
ど

は
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー

（　

０
３-

３
７
１
４-

７
９
２
４
）へ
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

内
線
３
９
１

TEL

TEL

TEL

参
加
費

募
集
種
目
・
定
員（
先
着
順
）

一
般
・
壮
年

３,
０
０
０
円

ジ
ュ
ニ
ア

１,
５
０
０
円

中
学
生

   

５
０
０
円

小
学
生

   

５
０
０
円

親
子
マ
ラ
ソ
ン
２,
５
０
０
円

 

ハ
ー
フ

 

マ
ラ
ソ
ン

2,500 人

男
子 

一
般
、
壮
年

女
子 

一
般
、
壮
年

10 

km

2,500 人

男
子 

一
般
・
ジ
ュ
ニ
ア
、
壮
年

女
子 

一
般
、
壮
年

５ 

km

1,600 人

男
子 

一
般
・
壮
年
、
中
学
生

女
子 

一
般
・
壮
年
・
ジ
ュ
ニ
ア
、
中
学
生

2.5 

km

650人

小
学
５･

６
年
生
男
女

1.5 

km

350人

小
学
４
年
生
男
女

1.5 

km

フ
ァ
ン
ラ
ン

750 組

小
学
１
～
３
年
生
男
女
親
子

ゲストランナー
・高岡寿成さん（マラソン日本最高記録保持者）
・大東文化大学陸上競技部

第23回

　
「
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」と
は
、

簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
利
用

し
て
、
エ
コ
ラ
イ
フ
を
経
験
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
見
な
が

ら
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
生
活
を
行
え
ば
、
削

減
で
き
た
二
酸
化
炭
素
の
量
が
計

算
で
き
ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
に
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
に

参
加
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

見
直
す
き
っ
か
け
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

※
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
、
熊
谷

市
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
、
環
境
政
策
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す

く
し
て
、
暖
房
に
頼
り
過
ぎ
な
い

生
活
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

STOP
温 暖 化

ストップ

12
月
21
日（
金
）ま
で

※
窓
口
申
込
は
費
用
を
添
え
て

}
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ところ　大里生涯学習センターあすねっと 文化ホール
定員　350 人　※定員になり次第締切ります。

とき　12 月10日（月）13:00 ～14日（金）12:00　
ところ　市役所 1階ロビー南
内容　小学生の人権ポスター・標語の入賞作品、保育所（江南・玉井・
曙町）の人権啓発作品の展示

「
あ
り
が
と
う
」　

明
日
を
変
え
る

　

明
る
い
言
葉

江
南
南
小
学
校　

５
年　

瀧た
き
や
ま山 

あ
か
り
さ
ん

あ
り
が
と
う　

み
ん
な
を
つ
な
ぐ

　

愛
言
葉

玉
井
小
学
校　
　

５
年　

三み
う
ら浦 

千ち
さ
と聖
さ
ん

心
の
目　

相
手
の
心　

見
つ
め
る
目

奈
良
小
学
校　
　

５
年　

関せ
き
ぐ
ち口 

愛あ

ゆ結
さ
ん

認
め
合
う　

い
じ
め
を
な
く
す　第

一
歩

熊
谷
東
小
学
校　

５
年　

売う
り
の野 

友ゆ
う
き紀
さ
ん

さ
し
の
べ
る　

そ
の
手
は
勇
気
と

　

思
い
や
り

吉
見
小
学
校　
　

５
年　

松ま
つ
だ田 

真ま

み実
さ
ん

考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

自
分
の
言
葉

佐
谷
田
小
学
校　

５
年　

神か
ぬ
ま沼 

美み

や虹
さ
ん

さ
し
の
べ
た　

や
さ
し
い
そ
の
手

　

温
か
い

吉
岡
小
学
校　
　

５
年　

木き
の
し
た下 

眞ま

き希
さ
ん

とき 平成 25 年 1 月 18 日 （金）
13:30 ～ 15:30

1 月 25 日 （金）
13:30 ～ 15:30

2 月 1 日（金）
13:30 ～ 15:30

テーマ 高齢者の人権
「高齢者の人権について考える」

同和問題
「同和問題を考える」

女性の人権
「（仮）災害と女性の人権」

講師 埼玉カウンセリングセンター
高倉恵子氏

埼玉県人権推進課
杉田修一氏

国立女性教育会館スーパーバイザー
丹羽雅代氏

オープニング
アトラクション

ハートフルミュージック
（ヴィオリラの演奏） 熊谷市消防音楽隊 一箏

そう

会（琴の演奏）

　

第
10
回
大
里
郡
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
江
南
総
合
文
化

会
館
「
ピ
ピ
ア
」
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
に
よ
る
人
権
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
人
権
政
策
課　

内
線
３
５
６　

◆
社
会
教
育
課　

内
線
３
８
８

TEL

TEL

TEL

　

12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」、「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ

す
県
民
運
動
強
調
週
間
」
で
す
。

　

12
月
10
日
～
16
日
は「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で

す
。
こ
の
週
間
を
機
に
拉
致
問
題
へ
の
意
識
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。

久下小学校　6 年
金
か ね こ

子 瑳
さ り

里さん

作品のみ紹介

市田小学校　6 年
松
ま つ も と

本 竜
りゅう

さん

江南南小学校　6 年
　堀

ほ り

 真
ま な

菜さん
三尻小学校　6 年
　岡

お か ざ き

﨑 文
ふ み や

哉さん
妻沼小学校　6 年

桜
さ く ら ば

庭 尚
な お や

哉さん

石原小学校　6 年
竹
た け し た

下 龍
り ゅ う き

生さん

ハートフルセミナー（人権問題研修会・指導者養成講座）

人権週間作品展

人
権
標
語　
　

人
権
ポ
ス
タ
ー　
　

申込み　人権政策課　  内線 356・社会教育課　  内線 388
※１回だけの申込みもお受けします。

TEL

障
害
者
週
間
と
は

　

国
民
の
間
に
広
く
障
害
者
の
福
祉

に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
、
経
済
、

文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
週
間
で
す
。

　

市
で
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
、
支
え
あ
い
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
共
生
社
会
を
目

指
し
、「
と
も
に
生
き
、
と
も
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
基
本
理
念
と
し
て

障
害
福
祉
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。         

◆
障
害
福
祉
課　

内
線
５
３
０

TEL

種別 提案団体 事業名 所管課
（市のパートナー） 提案概要

市
提
案

学校法人郷学舎
アルスコンピュー
タ専門学校

熊谷発！
ビジネスコンテ
スト事業

産業振興課

　地域産業発展のため、次世代を担う若者の人材育成を支援。熊
谷の学生を対象にビジネスプランを公募、書類審査、プレゼンテー
ション審査を経て優秀プランを表彰する。公募の際にインター
ネットツールを活用、プラン作成講習会等も開催する。

市
民
提
案

江南自治会連合会 市民のための
ふるさとの森事業

江南行政センター
産業建設課

　江南地区里山の荒廃した古道（馬入）２箇所を下草刈りなどで復
活整備、不法投棄防止等のため杭・ロープを設置、遊歩道化を図
り、地域の生活環境を守るとともに、「市民のためのふるさとの森」
とする。

くまがや
健康マージャンの会

健康麻雀お届け
サービス事業 長寿いきがい課

　経験豊かで指導力のあるくまがや健康マージャンの会会員が高
齢者向け福祉施設等を麻雀卓等の資材持参で訪問、認知症予防に
効果的な健康麻雀を指導し広める。

ありえるバンド みんなで歌おう！！
歌声事業 長寿いきがい課

　老人福祉センター等を会場に歌声集会を開催。高齢者がみんな
で一緒に歌い、交流できる場を提供、高齢者のいきがい、健康増進、
介護予防につなげる。

　

平
成
25
年
１
月
か
ら
、
月
１
回
、

手
話
通
訳
者
が
市
役
所（
本
庁
舎
内
）

に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
、
発
声

が
困
難
な
方
が
、
安
心
し
て
市
役
所

で
の
手
続
き
を
行
え
る
よ
う
、
月
に

１
回（
毎
月
第
４
木
曜
日
）、
市
役
所

内
に
手
話
通
訳
者
が
派
遣
さ
れ
ま

す
。（
試
行
）

　

ご
利
用
の
際
は
、
障
害
福
祉
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

障害者週間記念イベント 2012

　全 5 提案の応募があり、書類選考と公開プレゼンテーションによる選考の結果、下記の提案が候補事業として採択
されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ◆市民活動推進課　　内線 475TEL

とき　12 月 15 日（土）13：00 ～ 16：00（12：00 開場）
ところ　文化センター文化会館
内容　・森圭一郎氏によるライブ＆トーク
・「地上 140 センチから見る世界」講演会
・森氏、Topo 氏によるコラボライブ
費用　500 円（入場料）
　中学生以下、障害者の介助者は無料
◆特定非営利活動法人自立生活センター遊ＴＯピア
　　048-526-6760TEL

障
害
者
手
帳

　

国
や
地
方
公
共
団
体
が
行
う
医
療
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
軽
減
、
手
当

の
ほ
か
、
民
間
企
業
が
実
施
す
る
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
ご
利
用
の
際
に
は
、
次
の

手
帳
の
所
持
を
必
要
と
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

 

身
体
障
害
者
手
帳（
赤
色
）　

　

肢
体
、
視
覚
、
聴
覚
、
心
臓
や
じ

ん
臓
を
始
め
と
す
る
内
部
障
害
な
ど
、

身
体
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の
手
帳

で
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
１
級
～
６

級
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

療
育
手
帳（
緑
色
）　

　

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の
手
帳

で
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
Ａ
、
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
ま
で
の
４
段
階
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
水
色
）　

　

精
神
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の
手
帳

で
、
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
１
級
～
３
級

に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
熊
谷
市
身
体
障
害
者

福
祉
会
が
主
催
す
る「
ふ
れ
あ
い
運
動

会
」が
、
10
月
28
日
に
桜
木
小
学
校
で

開
催
さ
れ
、
障
害
の
あ
る
方
と
そ
う

で
な
い
方
と
が
一
緒
に
な
り
、
ふ
れ

あ
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

「
第
８
回
障
害
者
作
品
展
」

　
「
障
害
者
週
間
」の
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
開
催
し
ま
す
。

と
き　

平
成
25
年
２
月
12
日（
火
）～

15
日（
金
）

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

内
容　

市
内
の
施
設
等
に
通
う
方
々

を
中
心
と
し
て
、
障
害
の
あ
る
方
が

心
を
込
め
て
創
作
し
た
絵
画
、
書
道
、

工
作
等
を
展
示
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ふれあい運動会

障害者作品展

〒 360-8601　宮町 2 丁目 47-1      048-524-1111　〒 360-0195　中曽根 654-1　   0493-39-0311
●熊谷市役所

TEL

●大里庁舎・大里行政センター  　
TEL 市政ワイド〒 360-0192　江南中央1-1　　048-536-1521 〒 360-0292　弥藤吾 2450　　048-588-1321

●妻沼庁舎・妻沼行政センター　  
TEL

●江南庁舎・江南行政センター　  
TEL市政ワイド
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◆安心安全課　  内線 285、332

　子育てを支援する事業の一部をご紹介します。◆保育課　  内線 538  
　保護者の仕事の都合や病気あるいはリフレッシュを図るため等で、一時的に保育が必要になったと
きに、下記の各施設で児童をお預かりします。詳しくは、各施設へ直接お問合せください。   

　日曜日等の休日に保護者の就労等で、保育が必要となる場合に利用することができます。詳しくは、
直接保育園へお問合せください。    

※この利用料金以外に実費を徴収する場合もあります。

　病気の回復期ではあるが保護者が就労などで集団保育が困難な生後 6か月から10歳未満の児童を、
家庭で保育できない場合に利用できます。
※利用に際しては事前の登録が必要です。詳しくは、直接保育園へお問合せください。

実施保育園 所在地 電話番号 利用時間 料金
新里保育園 肥塚 808-3 048-524-1178

月～金曜日
8:00～16:00

年齢に関係なく 1 時間 700 円
または
3 歳未満　1 日 3,000 円
3 歳以上　1 日 2,500 円

ことぶき乳児保育園 三ヶ尻 6338-2 048-532-2916
ことぶき乳児保育園分園 籠原南 1-91 048-533-0776
ことぶき花ノ木保育園 三ヶ尻 1817 048-531-0344
ほしのみや保育園 池上 576-1 048-524-9876
しらこばと保育園 玉井 1154-3 048-530-3618

第三なでしこ保育園 円光 2-10-10 048-520-6112 月～金曜日 8:30～16:30
土曜日 8:30～12:30

第二くるみ保育園 今井 1136 048-524-8181 月～金曜日 8:00～16:00
土曜日 8:00～12:00

ことぶきイーサイト保育園 新堀 713
イーサイト籠原 3 階 048-598-7351

月～土曜日
8:30～16:30

三尻保育園 三ヶ尻 2744-2 048-580-5533 3 歳未満　1 時間 700 円または 1日 3,000 円

篭原のこキッズ保育園 籠原南 1-133 048-531-3901
年齢に関係なく 1 時間 750 円または
年少児未満　1 日 3,000 円
年少児以上　1 日 2,500 円

新里第二保育園 筑波 3-202
ティアラ 21 4 階 048-599-0022 月～土曜日

8:00～16:00
年齢に関係なく1 時間 800 円
または 1日 4,000 円

平田クリニックファミリー
キューブ内
キッズキューブ

肥塚 4-1 048-520-2880
月・火・水・金曜日
9:00～17:00
木・土曜日
9:00～12:30

年齢に関係なく
1 時間 800 円

実施保育園 所在地 電話番号 利用時間 料金

新里第二保育園 筑波 3-202
ティアラ 21 4 階 048-599-0022 日曜日、祝日

8:00～16:00 1 時間 1,000 円

ことぶきイーサイト保育園 新堀 713
イーサイト籠原 3 階 048-598-7351 日曜日、祝日

8:30～16:30
年齢に関係なく 1 時間 1,000 円
または 1 日 4,000 円

実施保育園 所在地 電話番号 利用時間 料金
篭原のこキッズ保育園 籠原南 1-133 048-531-3901 月～金曜日 8:30～17:30 1 日 2,000 円

休日保育

病後児保育

平成 25 年度市立放課後児童クラブの入室の受付（新規・継続）
　平成 25 年 4 月から、市立放課後児童クラブへ入
室を希望する方の申込受付を行います。
申込期間　12 月 1 日（土）～ 15 日（土）

（日曜日を除く。）
申込方法　児童クラブ入室申込書、勤務証明書など
申請に必要な書類をそろえて、入室を希望する児童

　市では、子育てしやすい職場環境づくりに積極的に取組み、その
成果をあげている事務所、事業所を有する企業を募集しています。
優良企業に認定された企業には、「認定証」を交付し、表彰します。
ぜひ、ご応募ください。
応募資格　・市内に事務所、事業所を有すること
・子育てしやすい職場環境づくりに積極的に取り組んでいること
応募期限　12 月 21日（金）
◆こども課     内線 292

クラブへ保護者がお持ちください。（児童クラブの
所在地、受付時間等、詳しくは市報 11 月号 7 ペー
ジまたは市ホームページをご覧ください。）
※入室申込書、勤務証明書などの申請用紙は、各児
童クラブ（土曜日も開室）と下記にあります。
◆保育課　 内線 296

一時保育

TEL

TEL

TEL

　年末年始は、買い物や初詣等、混雑した場所へ
出かけることや、現金を扱う機会が多くなります。

「ひったくり」「スリ」のほか「振り込め詐欺」にも注意
しましょう。

TEL

・金融機関に出かけるときは、なるべく一人で行かない。
・自転車の場合は、前カゴに防犯ネットを付けたり、バッ
グの上に上着や雑誌などをかぶせる。
・徒歩の場合には、車道と反対側の手でバッグを持つ。
・人通りの少ない道では、後方から近づく人、バイク、
自転車などに警戒心を持つ。

・電話を受けてもあわてない。
・お金はすぐに振り込まない、渡さない。
・本人に直接会って、または、元の
番号に電話をかけて事実を確認する。
・家族や警察に相談する。

　交通事故死者数のうち高齢者の占める割合が増えて
います。特に歩行中と自転車乗車中の事故が多く発生
しています。道路は信号機や横断歩道があるところで
渡り、油断せずに左右の安全をよく確かめましょう。

重点目標 高齢者の交通事故防止

　飲酒運転は犯罪です。年末は飲酒の機会が増えます
が、「しない、させない、許さない」を合い言葉に、飲
酒運転の根絶に取り組みましょう。また、自転車も車
両ですから、飲酒運転は厳禁です。

重点目標 飲酒運転の根絶

ひったくりで注意すること

・外側からバッグの中身が見えないようにする。
・財布がズボンの後ろポケットなどから見えないよう
に、しっかり身につける。

スリで注意すること

振り込め詐欺で注意すること

　自転車は「車両」です。交通ルールを守り、マナー
ある安全走行を心がけましょう。傘差し、携帯電話や
ヘッドホン使用等の「ながら運転」は危険ですのでや
めましょう。
　保護者の皆さんは、お子さんにヘルメットを着用さ
せましょう。

重点目標 自転車の安全利用の推進

冬の交通事故防止運動が実施されます 犯罪被害にあわないために

　

10
人
槽
以
下
の
家
庭
用
合
併

処
理
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管

理
し
て
い
る
方
に
、費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

　

直
近
の
清
掃
か
ら
過
去
１
年

以
内
に
維
持
管
理（
保
守
点
検
３

回
以
上
、法
定
検
査
１
回
）を
実

施
し
て
い
る
場
合
、補
助
金
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

［
申
請
で
き
る
区
域
］

　

下
水
道
供
用
開
始
区
域
、農
業

集
落
排
水
処
理
開
始
区
域
を
除

い
た
市
内
全
域
。

［
申
請
に
必
要
な
も
の
］

①
申
請
書
②
請
求
書
③
納
税
証

明
書
④
清
掃
記
録
の
写
し
⑤
保

守
点
検
記
録（
年
３
回
以
上
）の

写
し
⑥
法
定
検
査
結
果
書
の
写

し（
不
適
正
の
場
合
、改
善
状
況

が
確
認
で
き
る
書
類
）⑦
印
鑑

（
認
印
）⑧
申
請
者
名
義
の
通
帳

（
振
込
先
が
分
か
る
も
の
）

　

以
下
の
書
類
⑨
⑩
は
、該
当
す

る
場
合
の
み
必
要
と
な
り
ま
す
。

⑨
併
用
住
宅
の
場
合
は
、住
宅
部

分
の
床
面
積
が
１
／
２
以
上
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

⑩
放
流
先
が
地
下
浸
透
の
場
合

は
、適
正
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
書
類

［
補
助
金
額
］　

５
人
槽
：
１
５
，0
０
０
円

６
人
槽
：
１
６
，０
０
０
円

７
人
槽
：
１
７
，０
０
０
円

８
人
槽
：
１
８
，０
０
０
円

９
人
槽
：
１
９
，０
０
０
円

10
人
槽
：
２
０
，０
０
０
円

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
使
用
さ

れ
て
い
る
方
の
義
務
で
す

○
保
守
点
検
・・・
機
器
の
点
検
・
調

整
、害
虫
の
駆
除
や
消
毒
薬
の
補

充
な
ど（
浄
化
槽
の
種
類
、大
き
さ

等
で
点
検
回
数
が
法
令
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。）

○
清
掃
・・・
浄
化
槽
内
に
生
じ
た

汚
泥
な
ど
の
引
き
抜
き
や
調
整
、

機
器
類
を
洗
浄
す
る
作
業（
年
に

１
回
以
上
）

○
法
定
検
査
・・・
設
置
工
事
、保
守

点
検
、清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、浄

化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か

を
確
認
す
る
検
査（
年
に
１
回
）

申
請
窓
口
・
問
合
せ

◆
環
境
衛
生
課（
江
南
庁
舎
）　

　

０
４
８-

５
３
６
‐
１
５
７
０

◆
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
市
民
環
境
課

TEL

『平成 24 年熊谷市交通安全スローガン』

自転車も　マナー守って　安全走行

12 月１日（土）～14 日（金）

〒 360-8601　宮町 2 丁目 47-1      048-524-1111　〒 360-0195　中曽根 654-1　   0493-39-0311
●熊谷市役所

TEL

●大里庁舎・大里行政センター  　
TEL 市政ワイド〒 360-0192　江南中央1-1　　048-536-1521 〒 360-0292　弥藤吾 2450　　048-588-1321

●妻沼庁舎・妻沼行政センター　  
TEL

●江南庁舎・江南行政センター　  
TEL市政ワイド
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